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　　　　　　　　　　　11月末の人口と世帯数  人口

▲

165,636人（前月比-19人） 男

▲

78,964人 女

▲

86,672人  世帯

▲

89,008世帯（前月比＋10世帯） 
　 11月の火災発生件数 ４件（前月比＋4件）　 11月の家庭ごみ排出量 ごみ量

▲

2,334t（前年同月比＋179t）資源ごみ（Sの日）量

▲

614t（前年同月比+37t） 
データで知る帯広

市
長

米
沢

　
則
寿

作
家

乃
南

　
ア
サ
氏

のなみ

東京都出身。

1988 年に『幸福な朝食』で日本推理サスペンス大賞の

優秀作を受賞しデビュー。1996 年に『凍える牙』で第

115 回直木三十五賞を受賞。2011 年に『地のはてから』

で第６回中央公論文芸賞を受賞。2016 年に『水曜日の

凱歌』で第 66 回芸術選奨文部科学大臣賞受賞。他の作

品に『花盗人』、『団欒』などがある。

約 140 年前、その女性は、北海道十勝

の原野へ渡った。オベリベリ−和人た

ちによって「帯広」とされた新天地で、

明治の先進教育を受けた彼女は、いか

に生き抜こうとしたのか。

開拓に身を投じた実在の若者たちを基に

した、著者が初めて挑む長篇リアル・フィクション。

　　

未来を信じる帯広
　～はじまりのはじまり～新春対談新春対談新春対談新春対談

乃南  アサ氏　プロフィール

らん

がい

掲載情報は12月11日時点のものです。新型コロナウイルス感染症の影響などにより、掲載内容や行事などの日程が変更になる場合があります。
年末年始の帰省・旅行・初詣は３密にならないよう、時期の分散を！！（詳細は、2頁をご確認ください）

開拓に身を投じた実在の若者たちを基に

した、著者が初めて挑む長篇リアル・フィクション。

P６・７

著書　チーム・オベリベリ（講談社）
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今
年
も
１
月
２
日
㈯
か
ら
６
日
㈬

ま
で
の
５
日
間
連
続
で
、
ば
ん
え
い
競

馬
を
開
催
し
ま
す
。

　
ば
ん
馬
の
体
か
ら
立
ち
上
る
湯
気
と
、

音
を
立
て
て
噴
き
出
す
真
っ
白
な
鼻
息

は
真
冬
の
ば
ん
え
い
競
馬
の
醍
醐
味
で

す
。

　
お
正
月
は
、
帯
広
競
馬
場
で
ば
ん
馬

た
ち
の
力
強
い
大
迫
力
の
レ
ー
ス
を
観

戦
し
ま
せ
ん
か
。

　
２
日
㈯
は
、
ば
ん
え
い
競
馬
を
代
表

す
る
人
気
馬
が
出
走
す
る
伝
統
の
高
重

量
戦
「
農
林
水
産
大
臣
賞
典
第
43
回
帯

広
記
念
」、
３
日
㈰
は
、
明
け
５
歳
最
強

馬
決
定
戦
「
第
14
回
天
馬
賞
」
と
、
ト

ッ
プ
ホ
ー
ス
が
競
い
合
う
ビ
ッ
グ
レ
ー

ス
が
続
き
ま
す
。

　
帯
広
競
馬
場
で
は
、
現
在
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
対
策

の
一
環
と
し
て
、
競
馬
場
内
の
換
気
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
帯
広
競
馬
場
に
お

越
し
の
際
は
、
し
っ
か
り
と
防
寒
対
策

を
し
た
上
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ご
不

便
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
年
始
開
場
の
寒
さ
対
策
と
し
て
、
ば

ん
え
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ブ
ラ

ン
ケ
ッ
ト
や
カ
イ
ロ
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
企
画
を
準
備
中
で
す
。
詳
細

が
決
ま
り
次
第
、
ば
ん
え
い
十

勝
公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

新
年
は
１
月
２
日
㈯
か
ら

レ
ー
ス
開
幕
！

熱やせき、体のだるさなど風邪の症状が出ている場合は、かかりつけの病院か近くの医療機関に電話で相談してください。どこに相談すべきか迷う場合は、
「北海道新型コロナウイルス感染症健康相談センター（□ 0800・222・0018、毎日24時間、通話無料）」に相談してください。
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正
月
大
一
番
の
重
賞
競
走

「
帯
広
記
念
」
と
「
天
馬
賞
」

　
市
民
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
、
新
年

の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
全
世
界
で
猛
威
を
振
る
う
中
、
感
染

予
防
対
策
に
伴
い
、
活
動
に
制
限
が
掛
か

る
な
ど
不
便
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
帯
広
市
議
会
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
本
会
議
、
委
員
会

で
行
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、
市
民
の
た
め

に
必
要
と
な
る
支
援
を
充
実
す
る
よ
う

市
長
に
要
望
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
い
ま
だ
終
息
の
気
配
は

見
え
ま
せ
ん
が
、
一
日
も
早

く
安
心
し
て
生
活
で
き
る
日

常
に
戻
る
こ
と
を
切
に
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
議
会
改
革
の
取
り
組

み
の
一
つ
と
し
て
設
置
し
た

議
員
政
策
研
究
会
に
お
い
て
、

新
た
に
「
食
育
」
を
政
策
課
題

と
し
て
、
市
民
の
健
康
に
つ

な
が
る
条
例
制
定
の
た
め
調
査
、
研
究
を

進
め
て
お
り
ま
す
。
農
業
を
基
幹
産
業
と

し
、
お
い
し
い
食
材
に
恵
ま
れ
た
帯
広
市

で
、
食
生
活
の
大
切
さ
を
普
及
啓
発
す
る

こ
と
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
の
干
支
「
丑
年
」
は
、
子
年
に
ま

い
た
種
が
芽
を
出
す
時
期
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
新
た
に
始
め
た
取
り
組
み
が
着

実
に
進
ん
で
い
く
よ
う
議
会
と
し
て
の

役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
誰
も
が
健
康

で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
、
議
員
一
同
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
実
り

あ
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

健康でいきいきと暮らせる
帯広を目指して

帯広市議会議長　有城　正憲

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

一
日
も
早
い
終
息
と
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

平
穏
な
生
活
を
願
い
つ
つ
、
年
頭
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
来
の
感
染
症
の
流
行
に
、
私
た
ち

は
人
生
の
有
限
性
や
家
族
・
パ
ー
ト
ナ
ー

の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
が

生
き
る
こ
こ
十
勝
・
帯
広
の

未
来
も
、
大
き
な
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
改

め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
が
広
が

る
中
、「
共
感
力
」
こ
そ
が
、

社
会
を
幸
福
に
維
持
し
て
い

る
力
な
の
だ
と
い
う
こ
と
も

再
認
識
し
ま
し
た
。
私
た
ち
に
は
、
他
者

を
哀
れ
み
、
想
像
し
、
思
い
や
り
、
同
情

す
る
「
共
感
力
」
が
備
わ
っ
て
い
て
、
そ

の
お
か
げ
で
心
に
深
み
を
持
つ
こ
と
が
で

き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
人
口
や
経
済
機
能
が
大
都
市
に

集
中
す
る
リ
ス
ク
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、

地
方
分
散
型
社
会
の
実
現
が
重
視
さ
れ
始

め
ま
し
た
。
今
後
、
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
進
展
な
ど
が
拍
車
を
か
け
、
地
方
移
住

が
進
む
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
が
大

切
に
し
て
き
た
食
や
農
業
、
時
間
や
空
間

の
ゆ
と
り
な
ど
、
大
都
市
に
は
な
い
強
み

を
さ
ら
に
発
揮
す
る
好
機
で
す
。

　
十
勝
・
帯
広
が
一
世
紀
半
の
歴
史
の
中

で
蓄
え
て
き
た
、
明
日
を
信
じ
決
し
て
諦

め
な
い
「
開
拓
力
」
と
、
チ
ー
ム
・
オ
ベ

リ
ベ
リ
の
「
共
感
力
」
は
、
こ
れ
か
ら
の

新
し
い
時
代
へ
の
大
き
な
力
に
な
り
ま

す
。

　
本
年
も
、
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
明
る
い

未
来
を
信
じ
、
一
歩
ず
つ
誠
実
に
進
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
り
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

未来を信じ、誠実に

帯広市長　米沢　則寿

年末年始の帰省・旅行・初詣は３密にならないよう、時期の分散を！！

●車内に家族だけでもマスクを着け、窓を

開けてこまめに換気する

●混雑を避けるため、時間に余裕を持って

行動する

移

　動

●大人数の時は、テーブルを分ける

●親しい間柄でも間隔を空けて座る

●団らんの時も、忘れずにマスクを着けて

から会話する

食

　事

●一つの部屋に大勢が集まる時は、こまめ
に換気する

●家の中でも、こまめに手洗いや手指消毒
を行う

●滞在先の感染状況を事前に確認する

滞
在
先

　　　　　　 健康推進課 (東８南13、保健福祉センター内、☎25・9721)問い合わせ

え

と

う
し

ね

開門・発走（予定）時刻

２日㈯・３日㈰

４日㈪～６日㈬

開　門

第１レース

最終レース

開　門

第１レース

最終レース

10時頃

11時頃発走

17時15分頃発走

12時頃

13時頃発走

19時頃発走
※開門時刻などは変更となる場合があります。

お
正
月
は

ば
ん
え
い
十
勝
へ

１
月
２
日
か
ら
５
日
間
連
続
開
催

　
　
　
　
　
　
ば
ん
え
い
振
興
課
（
西
13
南
９
、
帯
広
競
馬
場
内
、
☎
34
・
０
８

２
５
）

問
い
合
わ
せ

だ

い

ご

み

ばんえい十勝 検索 昨年度の帯広記念

か

混雑する状況を避けられない場合は移動を控える、時期を分散させるなどの対策をとり、
年末年始も感染リスクが高まる場面を常に意識しながら、行動しましょう。

お
正
月
の
帯
広
競
馬
場

に
つ
い
て



 

子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
に
は
、
学
校

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
町
内
会
の
ほ
か
、
交
通
安

全
や
防
犯
に
関
す
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
登
録
者

な
ど
、
多
く
の
地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
横
断
歩
道
で
の
旗
に

よ
る
誘
導
や
通
学
路
点
検
、
登
下
校
時

の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
交
通
安
全
活
動
、

学
校
便
り
に
よ
る
情
報
発
信
な
ど
で
す
。

地
域
の
人
々
が
つ
な
が
る
こ
と
で

安
全
な
通
学
を
支
え
ま
せ
ん
か

　
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
登
下
校

時
の
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
、
交
通
安
全

の
旗
振
り
な
ど
、
地
域
の
人
々
が
つ
な

が
り
、
見
守
り
に
関
わ
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
の
安
全
な
通
学
を
支
え
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
地
域
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る

た
め
の
協
力
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま

す
。
気
軽
に
学
校
地
域
連
携
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
不
良
行
為

や
問
題
行
動
の
早
期
発
見
、
非
行
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
、
街
頭
巡
回
指
導
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
４
月
〜
10
月
ま
で
で
、
２

６
２
回
の
街
頭
巡
回
指
導
に
よ
り
、
６

１
８
人
の
青
少
年
に
声
掛
け
指
導
を
行

い
ま
し
た
。（
図
）

片
手
ス
マ
ホ
の
自
転
車
走
行
に
よ
る

　

声
掛
け
指
導
数
が
急
増

　
　
　
　
　
　

　
自
転
車
走
行
中
に
ス
マ
ホ
を
見
な
が

ら
の
片
手
運
転
や
、
歩
道
を
ふ
さ
ぐ
並

列
走
行
の
指
導
で
、
前
年
度
同
期
間
と

比
較
し
て
１
１
８
件
増
加
し
ま
し
た
。

　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
は
、
地
域
で

の
見
守
り
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
子
ど

も
に
目
を
向
け
、
危
険
行
為
の
未
然
防

止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

商
業
施
設
な
ど
で
の
青
少
年
の
行
動
も

注
意
が
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
万
引
き
行
為
は
減
少
し
た
も
の
の
、

ス
マ
ホ
関
連
グ
ッ
ズ
な
ど
の
盗
難
被
害

や
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か
ら
は
、

飲
食
後
の
ご
み
が
店
外
に
散
乱
し
て
い

る
の
で
、
迷
惑
行
為
は
慎
ん
で
ほ
し
い

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
密
室
性
が
あ
り
深
夜
ま
で
営

業
す
る
施
設
で
は
、
風
紀
を
乱
し
不
良

行
為
を
助
長
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
住
民
と
連
携
し
た
、
児
童
生
徒
を
不
審
者
や
交
通
事
故
か
ら
守
る
た

め
の
見
守
り
活
動
や
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
の
街
頭
巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
を

地
域
で
見
守
る

見
守
り
活
動
と
街
頭
巡
回
指
導

問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
学
校
地
域
連
携
課
（
市
庁
舎
８
階
、
☎
65
・
４
１
６
１
）

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？

 

子
育
て
に
悩
ん
だ
と
き
、
保
育
所
や

幼
稚
園
、
学
校
、
療
育
機
関
な
ど
、
日

頃
か
ら
お
子
さ
ん
が
関
わ
る
場
所
や
、

市
の
こ
ど
も
発
達
相
談
室
に
相
談
す
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ

か
に
も
、
北
海
道
が
実
施
し
て
い
る

「
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
」
制
度
に
よ

る
相
談
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
発
達
障
害
の
あ
る
子

ど
も
を
育
て
た
親
た
ち
が
、
先
輩
と
し

て
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
の
相
談
に

応
じ
る
仕
組
み
で
、
ペ
ア
レ
ン
ト
は

「
親
」
、
メ
ン
タ
ー
は
「
助
言
者
」
を
意

味
し
て
い
ま
す
。

　
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
制
度
は
、
専

門
の
研
修
を
受
け
た
地
域
の
親
た
ち
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
に
で
き
る
こ

と
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
経

験
を
し
て
き
た
家
族
な
ら
で
は
の
目
線

で
悩
み
を
聴
き
、
情
報
提
供
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
ほ
か
、
よ
り
具
体
的
な
支

援
を
行
え
る
専
門
機
関
な
ど
に
つ
な
ぐ

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の
育
児
に

悩
ん
だ
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
て
専
門
家
と
は
違
う
視
点
で
家
族
に

寄
り
添
う
「
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
」

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
同
じ
経
験
を
持
つ
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
が
、
発
達
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
育
て

て
い
る
家
族
へ
の
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
の
活
用

問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
子
育
て
支
援
課
（
東
８
南
13
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
☎
25
・
９

７
０
０
）

●３●　　広報おびひろ　令和３年１月号

　相談したい場合は、こども発達相談室へ申し
込んでください。申し込み後、面談日を調整し
ます。
こども発達相談室（☎２５・９７００）
場　　所　保健福祉センター
受付日時　月～金曜日（祝日、年末年始を除く）、
　　　　　８時45分～17時30分

て
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
家
族
の
相
談
に

応
じ
る
仕
組
み
で
、
ペ
ア
レ
ン
ト
は

を
意

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
制
度
は
、
専

門
の
研
修
を
受
け
た
地
域
の
親
た
ち
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
支
え
ら
れ

ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
に
で
き
る
こ

と
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、
同
じ
経

寄
り
添
う
「
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
」

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

・
９

相談したい場合は、こども発達相談室へ申し
込んでください。申し込み後、面談日を調整し
ます。

こ
の
制
度
は
、
発
達
障
害
の
あ
る
子

ど
も
を
育
て
た
親
た
ち
が
、
先
輩
と
し

●３● 広報おびひろ　令和３年１月号

ペアレントメンターに
相談してみたいと思ったら？
ペアレントメンターに
相談してみたいと思ったら？
ペアレントメンターに
相談してみたいと思ったら？

こ
の
制
度
は
、
発
達
障
害
の
あ
る
子

ど
も
を
育
て
た
親
た
ち
が
、
先
輩
と
し

●３●　　広報おびひろ　令和３年１月号

ペアレントメンターへのインタビュー

Ｑ１　ペアレントメンターにどんな相談ができますか？

Ａ１　「発達障害と診断を受けたがどうすればいいかわ

からない」「子どもの行動が理解できない」「友達関係が

うまくつくれない、トラブルが起きたときの対応に悩

む」「子育ての悩みを誰にもわかってもらえない」な

ど、今の家族の悩みをなんでも相談してください。

Ｑ２　ペアレントメンターとして活動してみた感想は？

Ａ２　十勝で活動して３年目になります。自分の子ども

は成長しましたが、同じような子育てをしている家族の

大変さに共感できます。子育ての経験談を通して、「今

は大変だけれど、笑えるときが必ず来る」と伝えられた

時はうれしかったです。

Ｑ３　子育て中の家族に伝えたいことは？

Ａ３　誰かと話すことで気持ち

が和らいだり、すっきりするこ

とがあります。大変なのは自分

だけじゃないと思えると、また

子どもに向き合えると思います。

　稲田小学校の通学路は交通量が多く、車のスピ

ードも出がちのためヒヤリとする毎日で、特に低

学年の児童を心配する声が上がっていました。

　そこで「子どもたちのために」と思い立ち、保

護者全員による放課後の見守り活動に取り組む

ことを決めました。見守りの後は、児童の危険

な行為を学校に伝え、登校時を見守るパトロール

隊とも情報を共有しています。

　参加者からは、不安の解消をはじめ、子どもた

ちとの関わりが増えたことにより、家庭での学校

の話題も増えたとの声が寄せられています。

保護者の全員参加による　
放課後見守り活動を開始
保護者の全員参加による　
放課後見守り活動を開始

リーダーメンター　

　　　　大澤　奈緒美さん

稲田小学校ＰＴＡ会長　

　　　 小原　賢典さん

多
様
な
地
域
団
体
が
関
わ
る

見
守
り
活
動

青
少
年
の
行
動
を
見
守
る

街
頭
巡
回
指
導
の
現
状

ペアレントメンターに

相談してみませんか？

「110番」の適切な利用をお願いします　110番は、事件事故などが発生した場合に警察へ緊急通報するための電話です。耳などが不自由な人の「メール110
番」もあります。急を要しない相談などは、警察相談電話「♯9110」や最寄りの警察署、交番などを利用してください。　問帯広警察署（☎25・0110）

子
育
て
に
悩
む

家
族
を
支
援

発
達
障
害
児
の
子
育
て
の
悩
み
に

　
　

寄
り
添
い
ま
す

図　声掛け指導件数

(令和２年４月～10月)

不良行為
２人

交通マナー
410人

校則指導
86人

一般指導
120人

合計
618人

朝の見守り活動（開西小）

こはら よしのり



　
　
家
庭
で
備
蓄
品
の
準
備
な
ど
を
し
て
お
く
こ
と
は
、
災
害
に
対
す
る
不
安
感
の
解
消
に
つ
な
が
り
ま
す
。
い
つ
発
生
す
る
か

わ
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、
必
要
な
災
害
対
策
を
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

 

危
機
対
策
課
（
市
庁
舎
５
階
、
☎
65
・
４
１
０
３
）

「
も
し
も
」
は
明
日
起
こ
る
か
も

広
報
お
び
ひ
ろ
で
学
ぶ
災
害
対
策

問
い
合
わ
せ

　

①
適
切
な
備
蓄
品
の
準
備

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
全

国
的
に
拡
大
し
て
い
る
中
、
防
災
訓
練

や
研
修
を
実
施
す
る
機
会
が
減
少
し
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発

生
す
る
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
日
頃
か

ら
自
分
の
身
を
守
る
た
め
の
備
え
や
、

知
識
を
身
に
付
け
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
災
害
時
に
役
立
つ
、
三
つ
の
防

災
知
識
を
紹
介
し
ま
す
。

　
災
害
時
に
備
え
て
、
各
家
庭
で
は
被

災
地
に
支
援
物
資
が
届
く
ま
で
の
３
日

間
程
度
を
目
安
と
し
た
備
蓄
品
を
準
備

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
寒
さ
が
厳
し
い
冬
は
、
ほ
か
の
季
節

と
は
異
な
る
対
策
が
必
要
で
す
。
冬
季

対
策
の
ほ
か
、
停
電
や
感
染
症
対
策
を

踏
ま
え
た
備
蓄
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

（
図
１
）

食
料
は
効
率
よ
く
備
蓄

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク

　
普
段
か
ら
食
品
を
少
し
多
め
に
買
い

置
き
し
、
消
費
期
限
の
短
い
も
の
か
ら

消
費
し
て
必
要
な
分
を
買
い
足
す
こ
と

で
、
常
に
一
定
量
の
食
品
が
家
庭
で
備

蓄
さ
れ
て
い
る
状
態
を
保
つ
方
法
で
す
。

　
家
庭
備
蓄
の
課
題
で
あ
る
収
納
ス
ペ

ー
ス
や
消
費
期
限
の
問
題
を
解
消
で
き

ま
す
。

帯
広
市
で
も
備
蓄
食
に
使
用

ア
ル
フ
ァ
化
米

　
一
度
炊
い
た
米
を
急
速
に
乾
燥
さ
せ

た
ア
ル
フ
ァ
化
米
や
、
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ

イ
加
工
の
食
品
な
ど
は
、
非
常
用
の
備

蓄
食
と
し
て
大
変
便
利
で
す
。

　
ア
ル
フ
ァ
化
米
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
の
で
、
家

庭
備
蓄
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
み
ま

し
ょ
う
。（
図
２
）

　
災
害
時
は
、
情
報
通
信
手
段
が
途
絶

え
た
り
、
同
時
に
多
く
の
け
が
人
が
発

生
す
る
な
ど
、
救
急
車
の
到
着
が
遅
れ

る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た

場
合
に
備
え
て
、
応
急
手
当
て
の
知
識

を
身
に
付
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対

応
を
踏
ま
え
た
避
難
所
運
営
を
行
い
ま

す
。
避
難
所
に
到
着
し
て
か
ら
の
流
れ

を
事
前
に
知
る
こ
と
で
、
安
心
し
て
避

難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

❶ 

入
り
口
で
検
温
と
体
調
の
確
認

　
体
調
が
悪
い
場
合
は
、
職
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
入
所
す
る
際
は
、
マ

ス
ク
の
着
用
、
手
洗
い
、
手
指
消
毒
を

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

❷ 

避
難
所
内
で
受
け
付
け

　
職
員
か
ら
配
布
さ
れ
る
避
難
者
名
簿

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
ま

す
。
混
雑
時
は
、
取
り
急
ぎ
、
代
表
者

の
氏
名
、
連
絡
先
、
避
難
生
活
上
の
配

慮
な
ど
を
聞
き
取
り
ま
す
。

※

災
害
時
は
多
く
の
避
難
者
が
避
難
し

　
て
き
ま
す
。
他
の
避
難
者
の
受
け
入

　
れ
に
協
力
で
き
る
人
は
、
受
け
付
け

　
時
に
職
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

❸ 

体
調
が
悪
い
人
や
感
染
症
の
疑
い

が
あ
る
人
の
対
応

　
体
調
が
悪
い
人
な
ど
は
、
専
用
ス

ペ
ー
ス
へ
案
内
し
ま
す
。

大
き
な
傷

広報おびひろ　令和３年１月号　　●４●

食べる 考える

補充する

非常食

日常食品

持ち歩き用品

ローリング
ストック
ローリング
ストック

日常食品

持ち歩き用品

※調理方法は商品により異なります。

①開封して、乾燥剤とスプーンを取り出す。

②熱湯または水を注ぎ、よくかきまぜる。

③熱湯は15分、水は60分待って完成。

図２　アルファ化米の調理方法

②
災
害
時
の
応
急
手
当
て

や
け
ど

③
避
難
所
で
の
心
得

避
難
所
に
到
着
し
て
か
ら
の
流
れ

１１ ２２
感染防止のため手
袋代わりにビニー
ル袋を用い、傷口
を清潔なガーゼな
どで強く押さえて止
血する。

それでも止まらない
ときは助けを呼び、
両手で体重を乗せな
がら圧迫止血し、 急
いで病院へ。

流水で患部を冷やすの
が一番良いが、水が出
ないときは、水で濡ら
した清潔なガーゼなど
で覆う。薬を塗るのは
禁物。

衣服が皮膚にくっつ
いているようなとき
は、無理にはがさない
でそのまま冷やす。

特徴
・常温で長期保存可能
 （５年程度）
・電気やガスがなくても
　調理できる
・持ち運びが容易

防災グッズ展
　家庭で備えるべき防災用品や市
の防災資機材を展示します。ま
た、市内小・中学校で実施した親
子防災講座についてパネル展示で
紹介します。

日時 １月18日（月）～22日（金）
　　 ９時～17時（最終日は15時まで）
場所 市民ホール（市庁舎１階）

感染症対策

冬季対策

基本的な備蓄

停電対策

　
避
難
所
へ
の
避
難
だ
け
で
な
く
、

親
戚
や
知
人
宅
へ
の
避
難
、
自
宅
が

安
全
な
場
合
の
在
宅
避
難
な
ど
も
有

効
で
す
。
日
頃
か
ら
、
避
難
方
法
に

つ
い
て
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト

冬季防災訓練は
中止します

図１　適切な備蓄品の例

マスク

ウェットティッシュ 消毒液

日用品

食料 飲料

懐中電灯

モバイルバッテリー 携帯ラジオ

携帯用カイロ

毛布・ブランケット
防寒着

ホームページからご意見・お問い合わせができます　インターネットを使って帯広市ホームページの各ページの下にある「ご意見・問い合わせフォーム」か
ら、質問や意見を受け付けています。市政に関する市民の皆さんの生の声をお寄せください。　問広報広聴課（市庁舎3階、☎65・4109）

　新型コロナウイルス
感染症の感染拡大に伴
い、令和２年度の冬季
防災訓練は中止します。



　
水
道
事
業
の
今
後
の
収
支
見
通
し
で

は
�
水
需
要
の
低
下
に
伴
う
料
金
収
入

の
減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
�
十
勝
中

部
広
域
水
道
企
業
団
か
ら
の
受
水
費
︵
水

の
購
入
費
用
︶
の
減
少
な
ど
に
よ
り
�

安
定
運
営
に
必
要
な
資
金
が
確
保
さ
れ

る
見
込
み
で
す
�
こ
の
た
め
�
引
き
続

き
経
営
の
効
率
化
な
ど
に
努
め
な
が
ら
�

令
和
３
年
１
月
の
検
針
分
か
ら
水
道
料

金
を
引
き
下
げ
ま
す
�︵
表
１
︶

　
な
お
�
下
水
道
使
用
料
は
�
引
き
下

げ
に
必
要
な
資
金
の
確
保
が
難
し
い
こ

と
か
ら
�
現
行
の
ま
ま
据
え
置
き
ま
す
�

①
小
口
使
用
者
︵
主
に
一
般
家
庭
な
ど
︶

の
従
量
料
金
単
価
引
き
下
げ

　
次
に
該
当
す
る
従
量
料
金
単
価
を
引

き
下
げ
ま
す
�︵
表
２
︶

・
メ
�
タ
�
口
径
20
ミ
リ
�
25
ミ
リ
で

使
用
水
量
が
２
カ
月
で
20
立
方
メ
�

ト
ル
ま
で
の
部
分

・
使
用
水
量
が
２
カ
月
で
20
立
方
メ
�

ト
ル
を
超
え
�
40
立
方
メ
�
ト
ル
ま

で
の
部
分

　
な
お
�
メ
�
タ
�
口
径
が
13
ミ
リ
で

使
用
水
量
が
２
カ
月
で
20
立
方
メ
�
ト

ル
以
下
の
水
道
料
金
は
�
人
口
10
万
人

以
上
の
道
内
主
要
都
市
と
比
較
し
て
平

均
以
下
で
あ
る
こ
と
か
ら
�
現
行
の
ま

ま
据
え
置
き
ま
す
�

②
大
口
使
用
者
︵
主
に
店
舗
や
事
業
所

な
ど
︶
の
料
金
引
き
下
げ

　
使
用
水
量
が
２
カ
月
で
１
０
０
立
方

メ
�
ト
ル
を
超
え
る
従
量
料
金
の
単
価

を
引
き
下
げ
�
41
〜
２
０
０
０
立
方

メ
�
ト
ル
ま
で
の
部
分
の
従
量
料
金
単

価
を
統
一
し
ま
す
�

③
超
大
口
使
用
者
�
地
下
水
利
用
専
用

水
道
事
業
者
の
負
担
軽
減
な
ど

・
使
用
水
量
が
２
カ
月
で
２
０
０
０
立

方
メ
�
ト
ル
を
超
え
る
部
分
に
�
割

安
な
従
量
料
金
単
価
を
新
設
し
ま
す
�

・
地
下
水
利
用
専
用
水
道
事
業
者
が
給

水
メ
�
タ
�
を
新
設
ま
た
は
増
径
す

る
場
合
�
負
担
金
の
一
部
を
減
免
し

ま
す
�

・
地
下
水
利
用
専
用
水
道
事
業
者
の

﹁
バ
�
ク
ア
�
プ
料
金
制
度
﹂
を
廃
止

し
ま
す
�

④
公
共
用
の
用
途
区
分
の
廃
止

　
主
に
国
・
道
・
市
の
施
設
の
用
途
区

分
を
廃
止
し
�
一
般
用
の
区
分
を
適
用

し
ま
す
�

上下水道部
ホームページ
こちらから▼

※上記表２の各欄を参考に計算

＜例＞メーター口径が20ミリで２カ月の使用

　　　水量が32立方メートルの場合

基本料金

　2420円…①

従量料金　

　20立方メートルまでの料金

　　71.5円×20立方メートル＝1430円…②

　21～32立方メートルまでの料金

　　253円×(32－20立方メートル)＝3036円…③

２カ月分の水道料金（税込）

　①2420円＋②1430円＋③3036円＝6886円

新料金の計算方法（検針時に配布しているお知らせの例）

使用水量　10㎥/２カ月の場合

年間差額　1056円↓

※使用人数、家族構成はあくまで一例です。実際の使用水量は、使用の時期や水の使い方など、家庭により差があります。

改定後の年間差額の例（メーター口径20ミリの世帯の場合）

使用水量　20㎥/２カ月の場合

年間差額　2112円↓
使用水量　30㎥/２カ月の場合

年間差額　2772円↓
使用水量　40㎥/２カ月の場合

年間差額　3432円↓

問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
上
下
水
道
部
料
金
課
︵
市
庁
舎
水
道
棟
１
階
�
☎
65
・
４
２
１
３
︶

　
健
全
経
営
に
努
め
な
が
ら
�
水
道
料
金
体
系
を
見
直
し
�
市
民
負
担
を
軽
減
し
ま
す
�
水
道
料

金
改
定
案
は
�
11
月
30
日
か
ら
12
月
16
日
ま
で
の
第
７
回
市
議
会
定
例
会
で
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
�

帯広市上下水道部
キャラクター

ミナモくん

表１　新旧料金早見表（２カ月・税込）（単位：円）

使用
水量
(㎥) 旧料金

口径13ミリ 口径20ミリ 口径25ミリ

新料金
（差額）

旧料金
新料金
（差額）

旧料金
新料金
（差額）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

60

70

80

90

100

1980

2227

2475

2722

2970

4290

5610

6930

8250

9845

1万1440

1万4630

1万7820

2万1010

2万4200

2万7390

1980
(0)

2227
(0)

2475
(0)

2722
(0)

2970
(0)

4235
(55↓)

5500
(110↓)

6765
(165↓)

8030
(220↓)

9625
(220↓)

1万1220
(220↓)

1万4410
(220↓)

1万7600
(220↓)

2万790
(220↓)

2万3980
(220↓)

2万7170
(220↓)

2420

2865

3311

3756

4202

5522

6842

8162

9482

1万1077

1万2672

1万5862

1万9052

2万2242

2万5432

2万8622

2420
(0)

2777
(88↓)

3135
(176↓)

3492
(264↓)

3850
(352↓)

5115
(407↓)

6380
(462↓)

7645
(517↓)

8910
(572↓)

1万505
(572↓)

1万2100
(572↓)

1万5290
(572↓)

1万8480
(572↓)

2万1670
(572↓)

2万4860
(572↓)

2万8050
(572↓)

2860

3454

4048

4642

5236

6556

7876

9196

1万516

1万2111

1万3706

1万6896

2万86

2万3276

2万6466

2万9656

2860
(0)

3327
(127↓)

3795
(253↓)

4262
(380↓)

4730
(506↓)

5995
(561↓)

7260
(616↓)

8525
(671↓)

9790
(726↓)

1万1385
(726↓)

1万2980
(726↓)

1万6170
(726↓)

1万9360
(726↓)

2万2550
(726↓)

2万5740
(726↓)

2万8930
(726↓)

簡易水道の給水区域においても引き下げします。

水道料金引き下げ  Q&A
表２　新旧水道料金表（２カ月・税込）（　）の中は引き下げ額

メーター
口径

基本料金
従量料金（１立方メートルにつき）

～20m3 21～40m3 41～100m3 101～2000m3 2001m3～

13ミリ

20ミリ

25ミリ

40～
200ミリ

1980円

2420円

2860円

1万1968円～
19万102円

49.5円

89.1円➡

71.5円
(17.6円↓)

118.8円➡

93.5円
(25.3円↓)

ー

264円➡

253円

(11円↓)

319円

341円➡

319円

(22円↓)

341円➡

253円

(88円↓)

なぜ基本料金は引き下げしないの

ですか？

市の水道料金のうち、一般家庭用

の「基本料金」は道内主要都市と

比較すると平均的ですが、「従量料

金」単価が高くなっています。

このため基本料金は据え置き、他

都市よりも高い要因となっている

従量料金単価を引き下げます。

水道料金の引き下げをしても、地

震や台風などの災害対策は大丈夫

ですか？

近年多発する自然災害に対して、

今後も計画的な施設などの長寿命

化や耐震化、浸水対策など、災害

に強い施設整備を進めるための一

定の資金を確保した上で、水道料

金を引き下げるので大丈夫です。

水道料金を値下げしてもすぐに値

上げすることはないですか？

今回の水道料金の算定期間は令和

３～７年度までの５年間としてい

ますが、今後10年間において、安

定的な事業運営に必要な資金が一

定程度確保される見込みのため、

すぐに値上げすることはありませ

ん。

市民市民

帯広市帯広市

水道　太郎　　様

●5 ●　　広報おびひろ　令和３年１月号

水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す

令
和
３
年
１
月
の
検
針
分
か
ら
実
施
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市
長
乃
南
さ
ん
の
﹃
チ
�
ム
・
オ
ベ
リ

ベ
リ
﹄
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
�
最
初
は
�
本
の
厚
さ
に
驚
き
ま
し

た
が
�
３
日
で
読
み
終
え
て
し
ま
う
く

ら
い
非
常
に
面
白
か
�
た
で
す
�

乃
南
３
日
で
！

　
そ
れ
は
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
�

市
長
乃
南
さ
ん
は
�
い
つ
頃
か
ら
十

勝
・
帯
広
の
開
拓
の
歴
史
に
関
心
を
持

た
れ
た
の
で
し
�
う
か
�

乃
南
初
め
て
帯
広
に
お
伺
い
し
た
の

は
�
平
成
19
年
頃
だ
と
思
い
ま
す
�
当

時
�
知
床
の
開
拓
移
民
を
テ
�
マ
に
し

た
﹃
地
の
は
て
か
ら
﹄
と
い
う
小
説
の

取
材
で
ア
イ
ヌ
民
族
に
つ
い
て
調
べ
て

い
て
�
帯
広
百
年
記
念
館
の
学
芸
員

だ
�
た
内
田
祐
一
さ
ん
を
ご
紹
介
い
た

だ
き
ま
し
た
�
取
材
で
訪
ね
る
と
�

せ
�
か
く
だ
か
ら
と
館
内
を
案
内
し
て

い
た
だ
け
て
�
そ
こ
で
初
め
て
見
た
落

ち
ぶ
れ
は
て
た
依
田
勉
三
の
写
真
パ
ネ

ル
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
�

　
内
田
さ
ん
に
﹁
晩
成
社
の
開
拓
の
歴

史
は
�
日
本
の
常
識
で
し
�
う
か
？
﹂

と
お
伺
い
し
た
ら
﹁
帯
広
で
は
小
学
校

か
ら
教
え
て
い
ま
す
が
�
全
国
的
に
は

知
ら
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
﹂
と
聞

い
て
�
﹁
で
は
�
書
け
る
時
が
き
た
ら

私
が
書
き
た
い
か
ら
�
そ
の
前
に
ど
な

た
か
に
書
か
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
�

な
る
べ
く
内
緒
に
し
て
く
だ
さ
い
﹂
と

お
願
い
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
�

市
長
そ
ん
な
お
願
い
を
し
て
い
た
の
で

す
ね
�︵
笑
︶

乃
南
内
田
さ
ん
は
�
冗
談
だ
と
思
�
て

笑
�
て
い
ら
�
し
�
�
た
よ
う
で
し
た

が
�
そ
れ
が
ご
縁
で
�
そ
の
後
も
メ
�

ル
で
い
ろ
い
ろ
と
ご
相
談
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
�
機
が
熟
し
�
や
�
と
小
説

の
取
材
に
お
伺
い
で
き
た
の
が
�
10
年

後
の
平
成
29
年
に
な
り
ま
す
�

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長
乃
南
さ
ん
は
晩
成
社
を
﹁
チ
�

ム
﹂
と
捉
え
�
本
の
タ
イ
ト
ル
に
も

使
�
て
い
ま
す
ね
�

乃
南
依
田
家
は
船
会
社
や
学
校
を
つ
く

る
く
ら
い
裕
福
な
家
柄
だ
�
た
た
め
�

親
族
か
ら
だ
け
で
も
潤
沢
な
資
金
を
集

め
ら
れ
ま
し
た
が
�
そ
れ
で
も
開
拓
は

桁
違
い
の
予
算
規
模
で
す
�
別
の
資
金

調
達
が
必
要
で
し
た
�

　
し
か
し
�
一
緒
に
開
拓
地
に
移
住
し

た
農
民
た
ち
は
字
も
読
め
な
い
ほ
ど

で
�
勉
三
が
提
案
す
る
会
社
組
織
の
仕

組
み
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
�
そ
の
た

め
�
勉
三
は
﹁
黙
�
て
俺
に
つ
い
て
こ

い
﹂と
し
か
言
え
ず
�
自
分
の
構
想
を
思

う
よ
う
に
農
民
に
伝
え
ら
れ
な
か
�
た
�

　
ま
た
�
開
拓
の
中
心
と
な
る
男
性
３

人
は
�
い
ず
れ
も
教
養
の
あ
る
人
々
で

し
た
が
�
豪
農
出
身
の
勉
三
に
対
し

て
�
同
志
で
あ
る
鈴
木
銃
太
郎
と
渡
辺

勝
は
武
家
出
身
だ
�
た
た
め
�
生
ま
れ

育
�
た
環
境
が
違
い
�
３
人
の
意
識
に

微
妙
な
ず
れ
を
生
ん
で
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
�

市
長
そ
う
で
す
ね
�
小
説
の
中
で
も
農

民
と
の
衝
突
や
�
銃
太
郎
�
勝
と
の
関

係
性
な
ど
�
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
に

苦
労
し
て
い
る
勉
三
の
姿
が
垣
間
見
ら

れ
ま
し
た
�

乃
南
そ
の
上
�勉
三
と
い
う
人
は
﹁
も
�

と
丁
寧
に
伝
え
れ
ば…

﹂
と
思
う
く
ら

い
�
口
下
手
で
説
明
も
苦
手
だ
�
た
よ

う
に
思
い
ま
す
�
３
人
の
見
据
え
る
も

の
や
望
む
も
の
の
違
い
�
そ
し
て
説
明

不
足
ゆ
え
に
�
勉
三
の
要
求
が
理
不
尽

に
感
じ
�
チ
�
ム
に
な
り
き
れ
な
い
�

お
互
い
に
も
�
と
理
解
し
合
え
て
さ
え

い
れ
ば
�﹁
最
強
の
チ
�
ム
﹂
に
な
れ
る

の
に
�
記
録
を
読
ん
で
い
て
も
農
民
た

ち
が
全
然
一
致
団
結
し
な
く
て
�︵
笑
︶

市
長
ま
さ
に
�
う
ま
く
い
か
な
い
ビ
ジ

ネ
ス
の
典
型
で
す
よ
ね
︵
笑
︶
�
や
は

り
�
共
通
の
目
標
や
目
的
に
向
か
�
て
�

全
員
が
同
じ
方
向
を
向
き
�
お
互
い
に

コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
を
し
�
か
り
取

る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
か
ら
�

乃
南
本
当
に
そ
う
で
す
ね
�
彼
ら
は
�

小
屋
一
軒
�
建
て
る
時
で
さ
え
�
手
伝

い
に
来
る
と
言
�
て
来
な
か
�
た
り
し

て
い
ま
し
た
�
心
を
一
つ
に
ま
と
め
る

こ
と
が
で
き
な
か
�
た
こ
と
が
�
失
敗

の
原
因
だ
�
た
の
で
し
�
う
�

市
長
で
も
�
私
が
い
い
な
と
思
う
の
は
�

こ
の
ま
ち
で
開
拓
の
祖
と
い
わ
れ
て
い

る
人
が
�
失
敗
を
経
験
し
て
い
る
点
で

す
�
勉
三
の
事
業
の
多
く
は
成
功
せ
ず
�

最
期
は
悔
し
い
思
い
を
し
て
亡
く
な
り

ま
し
た
が
�
志
を
高
く
持
て
ば
�
必
ず

次
に
つ
な
が
る
何
か
を
残
せ
る
�
失
敗

し
て
も
次
に
頑
張
�
て
成
功
す
れ
ば
良

い
と
思
い
ま
す
�
そ
の
姿
勢
が
今
の
こ

の
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
つ
く
�
て
き

た
と
思
う
と
�
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
感
じ
て
い
ま
す
�
本
の

中
で
も
勉
三
は
決
し
て
ヒ
�
ロ
�
と
し

て
描
か
れ
て
は
い
な
い
で
す
よ
ね
�

乃
南
勉
三
は
神
様
の
よ
う
に
﹁
拓
聖
﹂

と
呼
ば
れ
�
銅
像
も
建
ち
�
勲
章
も
受

け
て
い
る
�
そ
の
上
い
い
男
で
�
全
く

非
の
打
ち
ど
こ
ろ
が
な
い
﹁
孤
高
の
人
﹂

と
し
て
ヒ
�
ロ
�
化
さ
れ
て
い
る
資
料
が

非
常
に
多
い
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
�

 

　
で
も
�
人
間
が
そ
ん
な
に
完
璧
な
は

ず
は
あ
り
ま
せ
ん
�
勉
三
が
優
れ
た
経

営
者
の
手
腕
を
持
�
て
い
た
と
し
て

も
�
開
拓
と
い
う
大
事
業
を
進
め
る
に

は
�
実
際
に
動
く
人
間
や
サ
ポ
�
ト
す

る
人
間
�
下
で
支
え
る
人
間
が
必
要
で

す
�
仲
間
と
﹁
チ
�
ム
﹂
が
組
め
な
け

れ
ば
絶
対
に
で
き
な
か
�
た
�
そ
の
３

人
の
絶
妙
な
関
係
性
を
描
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
�

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長
十
勝
・
帯
広
の
開
拓
に
は
�
国
の

屯
田
兵
で
な
く
民
間
の
開
拓
移
民
が
挑

戦
し
た
こ
と
は
�
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
が
�
本
の
中
で
勉
三
が
配
当
や
出
来

高
を
気
に
し
な
が
ら
�﹁
株
式
会
社
﹂
と

し
て
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
に

改
め
て
気
付
か
さ
れ
�
と
て
も
新
鮮
で

し
た
�
勉
三
は
晩
成
社
を
率
い
て
�
初

め
か
ら
こ
の
土
地
で
﹁
稼
ぐ
﹂
こ
と
を

考
え
て
い
た
の
で
す
ね
�

乃
南
そ
う
で
す
ね
�
晩
成
社
は
今
で
い

う
ベ
ン
チ
�
�
︵
新
し
い
サ
�
ビ
ス
や

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
企
業
︶
で
は
な

い
で
し
�
う
か
�

市
長
実
は
�
市
長
に
な
る
前
�
投
資
会

社
に
勤
め
て
い
た
た
め
�
本
を
読
ん
だ

時
に
﹁
そ
う
か
�
晩
成
社
は
ベ
ン
チ
�

�
企
業
だ
�
た
の
か
﹂
と
思
�
て
�
乃

南
さ
ん
に
も
﹁
晩
成
社
は
ベ
ン
チ
�
�

で
す
よ
ね
﹂
と
質
問
し
よ
う
と
思
�
て

い
た
ら
先
に
言
わ
れ
て
し
ま
�
て
�

︵
笑
︶

乃
南
そ
れ
は
す
み
ま
せ
ん
�︵
笑
︶

晩成社と開拓移民晩成社と開拓移民

　帯広の本格的な開拓は、明治16年５月に

依田勉三率いる晩成社（明治15年１月、現

在の静岡県松崎町で結成）一行27人が、下

帯広村に入殖したことから始まります。

　彼らは度重なる冷害、バッタやネズミに

よる食害など、苦難の開墾生活を送りなが

らも、牛肉やバターの生産など多様な事業

に取り組み、十勝の開拓や産業に先駆的な

足跡を残しました。
晩成社移民団

渡辺　勝
晩成社の幹部。下帯広村の地で
居を構え開墾に従事し、音更で
牧場経営にも着手した。

鈴木　銃太郎
晩成社の幹部、渡辺カネの兄。
アイヌ民族と親交を結んだほか、
芽室の開墾にも着手した。

渡辺　カネ
夫の勝とともに開墾に従事し、そ
の傍らで私塾を開いて入殖者や
アイヌ民族の子どもたちに読み書
きを教え、晩年には帯広の歴史の
語り部になった。

まさる

晩成社と開拓移民

　乃南アサさんの著書『チーム・オベリベリ』には、私たちのまちの原点ともいう

べき十勝・帯広の開拓が描かれています。乃南さんと一緒にこのまちのはじまりを

振り返りながら、これからのまちづくりに想いをはせる貴重な機会となりました。

　担当課  広報広聴課

作家    乃南  アサ 氏

のなみ

市長    米沢  則寿

依田　勉三
晩成社を率い帯広市を開拓した。
開墾に関わる業績から緑綬褒章
を受章した。

た
く
せ
い

市
長

乃
南

市
長

乃
南

市
長

乃
南

市
長

乃
南

市
長

乃
南

市
長

乃
南

市
長

乃
南

市
長

乃
南

乃
南

市
長

晩
成
社
と
の
出
会
い

依
田
勉
三
と
チ
�
ム

晩
成
社
は
﹁
株
式
会
社
﹂

未来を信じる帯広未来を信じる帯広
　～はじまりのはじまり～新春対談新春対談新春対談
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市
長

市
で
は
�
５
年
程
前
か
ら
若
者
の

創
業
・
起
業
を
支
援
す
る
﹁
十
勝
・
イ

ノ
ベ
�
シ
�
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
�
実
は
�
こ
の
地
域

で
仕
事
を
つ
く
る
な
ら
�
﹁
チ
�
ム
﹂
の

ほ
う
が
い
い
と
思
い
�
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
も
４
�
５
人
で
チ
�
ム
を
組
ん
で

事
業
計
画
を
練
�
て
い
ま
す
が
�
面
白

い
こ
と
に
誰
か
が
夢
を
語
る
と
�
そ
れ

を
応
援
す
る
人
が
ち
�
ん
と
現
れ
る
�

毎
年
�
80
人
程
が
参
加
し
て
�
今
で
は

総
勢
５
０
０
人
程
に
�
そ
の
彼
ら
が
こ

の
本
の
タ
イ
ト
ル
を
見
た
ら…

�

乃
南

ビ
ビ
�
と
き
ま
す
よ
ね
！
﹁
チ
�

ム
﹂
と
い
う
点
で
も
﹁
起
業
﹂
と
い
う

点
で
も
共
通
し
て
い
る
の
で
�

市
長

そ
う
�
ビ
ビ
�
と
く
る
と
思
い
ま

す
�
夢
の
実
現
に
向
け
て
目
標
を
持
つ

だ
け
で
な
く
�
事
業
計
画
を
し
�
か
り

立
て
る
ベ
ン
チ
�
�
と
し
て
の
視
点
を
�

十
勝
・
帯
広
の
開
拓
者
が
持
�
て
い
た

こ
と
に
�
非
常
に
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
�
こ
の
ま
ち
の
羅
針
盤
に

な
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
タ
イ
ト
ル
を

つ
け
て
い
た
だ
い
た
と
思
�
て
い
ま
す
�

乃
南
そ
う
言
�
て
い
た
だ
け
る
と
光
栄

で
す
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

市
長
物
語
の
主
人
公
の
﹁
渡
辺
カ
ネ
﹂

も
素
晴
ら
し
い
方
で
す
よ
ね
�

乃
南
３
人
の
男
性
は
�
と
て
も
キ
�
ラ

ク
タ
�
が
立
�
て
い
ま
す
が
�
そ
の
人

間
臭
さ
や
個
性
を
ど
う
書
こ
う
か
と

思
�
た
時
に
�
渡
辺
勝
の
妻
で
あ
る
カ

ネ
が
物
語
の
座
標
軸
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
�
男
た
ち
は
な
に

か
と
騒
い
で
は
お
酒
を
飲
む
ば
か
り
で

し
た
が
�
女
性
の
カ
ネ
は
現
実
的
で
地

に
足
が
つ
い
て
�
こ
の
地
で
勉
三
が
い

ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
�
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
こ
と
に
も
気
付
い
て
い
ま

し
た
�

　
開
拓
に
苦
難
が
襲
い
掛
か
る
に
つ
れ
�

晩
成
社
の
人
数
も
減
�
て
い
き
ま
す
が
�

な
ん
と
か
最
後
ま
で
し
が
み
つ
い
て
生

き
て
こ
ら
れ
た
の
は
�
し
�
か
り
と

﹁
今
﹂
を
見
据
え
た
カ
ネ
の
存
在
が

あ
�
た
か
ら
の
よ
う
に
思
い
ま
す
�
カ

ネ
の
視
点
か
ら
垣
間
見
え
る
勉
三
の
弱

さ
や
人
間
臭
さ
を
表
現
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
�

市
長
今
ま
で
十
勝
・
帯
広
の
人
が
思
い

描
い
て
い
た
﹁
依
田
勉
三
﹂
の
姿
と
は

違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
�

乃
南
皆
さ
ん
に
お
叱
り
を
受
け
る
の
で

は
と
�ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
�︵
笑
︶

市
長
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
で
す
︵
笑
︶
�

と
て
も
勉
三
を
身
近
に
感
じ
ま
し
た
し
�

勉
三
の
気
持
ち
も
伝
わ
�
て
き
ま
し
た
�

乃
南
﹃
チ
�
ム
・
オ
ベ
リ
ベ
リ
﹄
で
は
�

女
性
の
現
実
的
な
面
と
�
男
性
の
夢
を

追
い
な
が
ら
突
�
走
�
て
い
く
面
の
対

比
が
描
け
た
か
な
と
思
い
ま
す
�
渡
辺

勝
は
奔
走
し
て
い
る
か
�
お
酒
を
飲
ん

で
い
る
か
の
印
象
が
強
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
�
物
事
へ
の
推
進
力
や
爆
発
力

が
す
ご
く
あ
り
ま
す
�
一
方
で
�
や
は

り
そ
の
重
し
に
な
る
人
も
必
要
で
�
そ

の
点
�
と
て
も
知
恵
の
あ
る
カ
ネ
が
い

て
よ
か
�
た
と
思
い
ま
す
�
彼
女
の
日

記
な
ど
を
見
て
も
無
駄
な
こ
と
は
一
切

記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
�
本
当
に
明
治

時
代
の
強
い
女
性
だ
と
感
じ
ま
し
た
�

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長
今
�
感
染
症
の
拡
大
で
世
界
中
が

大
変
な
思
い
を
し
て
い
ま
す
�
カ
ネ
も

先
の
見
え
な
い
場
所
に
突
然
�
連
れ
て

来
ら
れ
て
不
安
を
た
く
さ
ん
抱
え
て
い

た
と
思
い
ま
す
が
�
彼
女
の
生
き
ざ
ま

に
は
�
普
遍
的
な
﹁
大
切
な
も
の
﹂
が

た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
�

乃
南
そ
う
で
す
ね
�
カ
ネ
の
人
生
に
は
�

忍
耐
と
苦
労
し
か
な
か
�
た
よ
う
に
感

じ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
�
で
も
�
恐
ら

く
�
そ
う
し
た
生
活
の
中
で
も
�
我
が

子
の
成
長
や
自
分
の
教
え
子
が
学
問
を

修
め
て
立
派
に
な
�
て
帰
�
て
来
る
と

い
�
た
�
日
々
の
さ
さ
や
か
な
出
来
事

に
感
謝
と
喜
び
を
感
じ
て
生
き
て
い
た

の
で
は
な
い
で
し
�
う
か
�

 

　
目
の
前
の
石
を
ど
け
た
あ
と
に
�
次

の
石
を
ど
か
す
よ
う
な
努
力
を
�
彼
女

は
帯
広
で
ず
�
と
や
り
続
け
て
き
た
の

だ
と
思
い
ま
す
�
先
の
こ
と
を
考
え
て

も
�
目
の
前
の
石
が
な
く
な
ら
な
い
こ

と
に
は
�
ど
う
し
よ
う
も
な
い
わ
け
で

す
か
ら
�
私
は
�
自
分
の
仕
事
に
没
頭

す
る
こ
と
や
目
の
前
の
や
る
べ
き
こ
と

を
や
る
こ
と
が
�
つ
ら
さ
を
忘
れ
る
に

は
一
番
だ
と
思
�
て
い
ま
す
�
夢
を
見

る
こ
と
で
も
お
酒
を
飲
む
こ
と
で
も
あ

り
ま
せ
ん
�
カ
ネ
も
そ
う
だ
�
た
の
で

は
な
い
か
と
�

市
長
は
い
�
こ
う
し
た
非
常
時
に
は
�

心
が
弱
く
な
り
が
ち
で
す
が
�
ま
ず
は

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
仕
事
を
し
�
か
り

果
た
す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
�

そ
し
て
�
家
族
や
パ
�
ト
ナ
�
�
友
人

な
ど
と
チ
�
ム
と
な
�
て
み
ん
な
で
支

え
合
い
な
が
ら
�
将
来
に
向
か
�
て

し
�
か
り
と
道
を
つ
く
�
て
い
く
�
そ

ん
な
こ
と
が
大
切
な
時
代
に
な
�
て
き

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
�

乃
南
そ
う
で
す
ね
�
本
当
に
大
変
な
時

代
で
す
が
�
で
き
る
こ
と
を
や
る
し
か

な
い
で
す
よ
ね
�

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
長
今
�
市
で
は
�
将
来
の
ま
ち
の
姿

を
﹁
あ
お
あ
お
　
ひ
ろ
び
ろ
　
い
き
い

き
　
未
来
を
信
じ
る
帯
広
﹂
と
い
う
言

葉
で
表
現
し
�
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
�
ひ
ら
が
な
三
つ
の
シ
ン
プ
ル

な
組
み
合
わ
せ
で
�
私
た
ち
が
大
切
に

し
て
き
て
�
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た

い
も
の
を
伝
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
�
そ
し
て
﹁
信
じ
る
﹂
こ
と
な
ら
�

誰
も
が
心
の
中
で
�
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
い
�﹁
拓
く
﹂
な
ど
の
強
め

の
言
葉
は
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
�

乃
南
そ
う
で
す
ね
�
信
じ
て
い
る
ふ
り

は
す
ご
く
簡
単
で
す
が
�
本
当
に
信
じ

る
と
い
う
こ
と
は
責
任
を
相
手
に
押
し

付
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
�
よ
く
ド

ラ
マ
な
ど
で
﹁
信
じ
て
い
た
の
に
�
バ

カ
！
﹂
と
い
う
セ
リ
フ
が
あ
り
ま
す
が
�

そ
れ
は
�
自
分
の
都
合
の
い
い
よ
う
に

信
じ
て
い
た
だ
け
だ
と
思
い
ま
す
�
カ

ネ
た
ち
は
�
バ
�
タ
の
襲
来
や
早
霜
に

畑
が
何
度
も
や
ら
れ
て
し
ま
�
て
も
�

天
候
や
オ
ベ
リ
ベ
リ
の
土
の
せ
い
に
は

せ
ず
�
い
つ
か
実
る
日
が
来
る
と
信
じ

て
生
き
て
い
き
ま
す
�
そ
れ
が
開
拓
者

た
ち
の
強
さ
だ
と
思
い
ま
す
し
�
現
代

の
私
た
ち
に
一
番
欠
け
て
い
る
弱
さ
で

も
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
�

市
長
そ
う
で
す
ね
�
他
人
の
せ
い
に
し

て
し
ま
う
と
�
何
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
�

﹁
未
来
を
信
じ
て
前
を
向
い
て
生
き

る
﹂
と
い
う
思
い
に
共
感
し
て
く
れ
る

人
が
た
く
さ
ん
い
る
ま
ち
に
し
た
い
と

思
�
て
い
ま
す
�

　
最
後
に
�
乃
南
さ
ん
か
ら
市
民
の
皆

さ
ん
に
メ
�
セ
�
ジ
を
い
た
だ
け
ま
す

か
�

乃
南
帯
広
に
来
る
と
�
タ
ク
シ
�
に

乗
�
て
い
る
だ
け
で
も
�
運
転
手
さ
ん

か
ら
地
域
の
自
慢
話
を
よ
く
伺
い
ま
す
�

帯
広
は
地
元
愛
の
強
い
方
が
多
く
�
と

て
も
こ
こ
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
誇
り

に
思
�
て
い
ら
�
し
�
い
ま
す
よ
ね
�

　
ま
た
�
東
京
の
住
宅
街
と
は
違
い
�

家
と
家
の
間
に
塀
が
少
な
い
の
に
も
驚

き
ま
し
た
�
そ
う
し
た
地
元
の
誇
り
や
�

人
と
人
の
間
に
隔
た
り
が
な
い
�
お
お

ら
か
さ
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
�

市
長
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
�
一
人

よ
が
り
で
は
い
け
な
い
で
す
が
�
他
の

地
域
も
見
た
上
で
﹁
十
勝
・
帯
広
は
す

ご
い
﹂
と
�
皆
さ
ん
に
共
鳴
し
て
も
ら

え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
�

　
私
が
感
じ
て
い
る
帯
広
の
い
い
と
こ

ろ
は
�
底
抜
け
に
明
る
い
と
こ
ろ
で
す
�

胆
振
東
部
地
震
で
は
�
帯
広
も
ブ
ラ
�

ク
ア
ウ
ト
を
経
験
し
ま
し
た
が
�
そ
の

時
�
停
電
で
冷
蔵
庫
が
使
え
な
く
な
り
�

冷
凍
し
て
い
た
肉
が
も
�
た
い
な
い
か

ら
と
�
日
中
�
あ
ち
こ
ち
の
庭
で
焼
き

肉
を
し
て
い
た
く
ら
い
で
す
�︵
笑
︶

乃
南
そ
れ
は
�
い
い
で
す
ね
�
︵
笑
︶

市
長
先
ほ
ど
�
失
敗
の
話
も
し
ま
し
た

が
�
人
生
に
は
困
難
な
時
も
あ
り
ま
す
�

問
題
は
�
そ
れ
で
も
ま
た
頑
張
れ
る
か
�

そ
し
て
�
そ
ん
な
相
手
に
優
し
く
声
を

掛
け
ら
れ
る
か
だ
と
思
い
ま
す
�
失
敗

に
寛
容
で
�
人
の
気
持
ち
を
思
い
や
れ

る
地
域
で
あ
�
て
ほ
し
い
し
�
そ
の
上

で
の
底
抜
け
の
明
る
さ
で
あ
り
続
け
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
�

乃
南
そ
れ
は
本
当
に
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
�

　
そ
れ
か
ら
�
私
が
帯
広
で
一
番
�
好

き
な
も
の
が
﹁
水
﹂
で
す
�
あ
ま
り
外

に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
�
居
酒
屋
で
普
通
に
出
し
て
い
た

だ
い
た
水
道
水
が
お
い
し
く
て
と
て
も

驚
き
ま
し
た
�
ぜ
ひ
�
こ
れ
か
ら
も
帯

広
な
ら
で
は
の
資
源
や
広
大
な
自
然
を

大
切
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
�

外
か
ら
何
度
も
訪
ね
た
く
な
る
よ
う
な

味
わ
い
の
あ
る
ま
ち
に
な
�
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
�

市
長
は
い
�
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
�

　
﹃
チ
�
ム
・
オ
ベ
リ
ベ
リ
﹄
の
よ
う

に
�
仲
間
と
助
け
合
い
�
信
念
を
持
ち

な
が
ら
生
き
て
い
る
�
そ
ん
な
生
き
方

を
す
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
る
ま
ち

に
な
れ
ば
�
﹁
あ
の
ま
ち
�
い
い
ね
﹂

と
い
ろ
い
ろ
な
人
に
共
感
・
共
鳴
し
て

も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
�

 

　
受
け
継
い
で
き
た
﹁
な
く
し
て
は
い

け
な
い
も
の
﹂
を
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
な
が
ら
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市民の掲示板３月号掲載の受付締め切りは１月19日（火）です　内容や紙面の都合で掲載できない場合もあります。　問広報広聴課（市庁舎3階、☎65・
4109、Ｆ23・0156）
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対＝対象　　日＝日時　　場＝場所　　定＝定員　　費＝費用　　申＝申し込み¥ 広報おびひろ　令和３年１月号　　●８●

　申し込み方法など、特に記載がない場合は、参加無料ですの
で当日会場へ直接お越しください。
　詳細は、各問い合わせ先に確認してください。（施設ごとに業
務時間が異なります）

市役所代表　☎ 24・4111、FAX 23・0151
市役所本庁舎業務時間　月～金曜日　８時45分～17時30分
帯広市ホームページ　https://www.city.obihiro.hokkaido.jp/

＝ ＝ ＝ ＝ ＝
＝＝＝＝

＝Eメール ＝

往復はがきなど「申込時の記載事項」

特に記載がない申し込みは１人（組）１通。（申込期限必着）
直接窓口で申し込む場合は、返信用のはがきを持参。

①イベント・教室名（希望する日時・曜日・コースなど）
②住所（郵便番号も）  ③氏名（ふりがな）　 ④電話番号
⑤生年月日（スポーツの教室のみ） ⑥性別
⑦年齢（高校生以下は学校名・学年、年中、年長なども）
⑧保護者氏名（小学生以下の場合） ⑨返送先（往復はがきの場合）

 
児童会館のイベント

　
　

場申問各申込期間に、直接または
電話で児童会館（緑ケ丘２、☎
24・2434）へ。
◆親子囲碁入門教室

　囲碁の基礎を学ぶ。申し込み不要。
対小・中学生と保護者
日１月11日（祝）、10時～12時
◆もっくん教室「ふわふわウサギ」

　ティッシュと袋でウサギを作る。
対幼児と保護者
日１月13日㈬、①10時～10時15
分、②10時30分～10時45分、③11
時～11時15分
定各先着親子２組
申込期間１月５日㈫～13日㈬
◆きらきら人形劇場

　親子で楽しめる人形劇。
対幼児～小学校低学年と保護者
日１月17日㈰、14時～15時
定先着20人
申込期間１月５日㈫～17日㈰
◆もっくん教室「オニのお面」

　紙皿と毛糸で節分の鬼のお面を
作る。
対幼児と保護者
日１月20日㈬、①10時～10時15
分、②10時30分～10時45分、③11
時～11時15分
定各先着親子２組
申込期間１月10日㈰～20日㈬
◆親子おもしろ教室「からくりじ

かけの干支おもちゃ」

　「クランク機構」というからくり
を使って、ウシがネズミを追いかけ
るおもちゃを作る。
対幼児、小・中学生と保護者。幼
児、小学校低学年は保護者同伴
日１月23日㈯、①９時30分～10時、
②10時30分～11時
定各先着６組
申込期間１月９日㈯～22日㈮

 市民クロスカントリー
 スキーツアー
　　　　　　　
対市内在住の小学生以上
日１月24日㈰、８時～16時
場然別湖・東雲湖周辺特設コース
（鹿追町、上士幌町）
定先着40人
申問１月13日㈬までに、電話でス
ポーツ課（市庁舎８階、☎65・42
10）へ。

 百年記念館のイベント

場問百年記念館（緑ケ丘２、☎24
・5352）
◆第39回郷土美術展

　十勝管内で絵画、工芸などの創
造活動をしている人たちの作品展
覧会。
日１月15日㈮～31日㈰、９時30分
～17時（最終日は15時30分まで）
◆ロビー展「動画で旅する十勝の

歴史」

　昭和に記録された動画から、十
勝・帯広の歩みをひも解く。
日１月16日㈯～２月７日㈰、９時
～17時30分

 「本が泣いています」展

　汚れたり破損した状況で返却さ
れた図書館の本を展示。図書館の
利用マナーについて改めて考える。
日１月21日㈭～28日㈭
場問 図書館（西２南14、☎22・4700）

 高齢者ドライビング
 体験会

　

　アイスバーン走行や視力検査な
どを行い、運転技術と適性を確認
する。
対市内在住の運転免許を持つ65歳
以上
日１月27日㈬、９時30分～11時30分
場おびひろ自動車学校（緑ケ丘９）
定抽選20人
申問１月12日㈫～19日㈫までに、
電話で危機対策課（市庁舎５階、
☎65・4131）へ。

 帯広の森・はぐくーむ
 のイベント

　小学生以下は保護者同伴。
場申問 12月25日㈮から各開催日
の前日までに、電話で帯広の森・
はぐくーむ（南町南９線49 、☎66
・6200）へ。
◆森の生き物講座（植物編）

　帯広の森の成長と植物の生育に
ついて学ぶ。
日１月24日㈰、10時～12時
定先着10人
◆歩くスキー体験

対歩くスキー初心者
日１月30日㈯、９時30分～11時30分
定先着30人
◆四季の森めぐり～冬～

　森のガイド養成講座の修了生の
案内で、冬の森を歩く。
日１月31日㈰、９時30分～12時
定先着30人
◆森のスキーツアー

　スキーコースを外れた森の中ま
で足を伸ばし、帯広の森の見どこ
ろや施設などを巡るスキーツアー。
日２月６日㈯、９時30分～12時
定先着15人

 博物館講座「十勝川流
 域とオホーツク文化」

　十勝で見つかるオホーツク文化
系の遺物から、古代の道東におけ
る地域間交流を考える。
日１月16日㈯、14時～15時30分
定先着50人
場申問１月５日㈫～15日㈮までに、
電話で百年記念館（緑ケ丘２、
☎24・5352）へ。

 
そば・豆腐作り教室

 

対市内在住者
場川西農業者研修センター（川西
町西２線59）
定各先着８人
費各1000円
申問１月５日㈫から各申込期限ま
でに、電話で農政課（川西町基線
61、農業技術センター内、☎59・
2323）へ。
◆そば作り教室（200グラム）

　市内で生産されたそば粉を使用
し、家庭にある道具だけでそばを
作る。
日１月19日㈫、13時～15時
申込期限１月14日㈭
◆豆腐作り教室

　市内で生産された大豆を使用し、
絹と木綿の２種類の豆腐を作る。
日１月26日㈫、10時～12時
申込期限１月18日㈪

　各種イベントなどに参加される際には、マスクの着用、施設入館時
の手指消毒、３密（密集・密接・密閉）を避けるなど、新型コロナウイ
ルス感染症の拡大防止にご協力ください。
　また、掲載している情報は編集時点（12月11日現在）のもので
す。新型コロナウイルス感染症の影響により、イベントなどが中止・変
更になる場合がありますので、ご了承ください。
　最新の実施予定は、各問い合わせ先に確認してください。

新型コロナウイルス感染症対策について新型コロナウイルス感染症対策について新型コロナウイルス感染症対策について

1
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国民年金に関するお知らせ　令和２年中に厚生年金保険、国民年金などの老齢または退職を支給事由とする年金を受け取られた人には、日本年金機構より
「令和2年分公的年金等の源泉徴収票」が送付されます。　問ねんきんダイヤル（☎ 0570・05・1165）

しかりべつこ しののめこ



　＝問い合わせ　　　＝電話　　　＝ＦＡＸ　　　＝Ｅメール　　 　＝ホームページ

 プラザ・エンジョイ

 スクール

対高校生以上
場申問各申込期限までに、電話で
とかちプラザ（西４南13、☎22・
7890）へ。
◆2020年度後期講座（１月～３月期）

　１月から３月までに開催する各
講座の受講生を募集。詳細は、と
かちプラザや各コミセンなどに配
置してあるパンフレット、とかち
プラザホームページな
どで確認してください。
申込期限１月５日㈫

 
◆パソコン講座（１・２月分）

　楽しく分かりやすい全５回のパソ
コン講座。詳細は、とかちプラザ
ホームページなどで確
認してください。
申込期限【１月分】１月
７日㈭、【２月分】１月31日㈰

 
救命講習

 対市内在住または勤務地が市内の人
定電話で問い合わせください。
申問各申込期限までに、帯広消防
署救急課（西６南６、消防庁舎１
階、☎ 26 ・9132）へ。
◆普通救命講習

　出血時の止血法や心臓停止、呼吸
停止時の心肺蘇生法、AEDの使い方
など応急手当を習得する。
日①１月９日㈯、②24日㈰、いず
れも13時30分～16時30分
場①消防庁舎（西６南６）、②柏
林台出張所（柏林台西町２）
申込期限①１月２日㈯、②17日㈰
◆実技救命講習

　インターネットで簡単に受講できる
「応急手当WEB講習」を受講した人が
対象の講習会。普通救命講習と同じ修
了証を交付。
日１月19日㈫、18時30分～20時30分
場南出張所（西17南41）
申込期限１月12日㈫

●９●　　広報おびひろ　令和３年１月号

 ソーセージ、チーズ
 作り体験研修

 　地場産の生乳や肉を使った加工
方法を学ぶ。
場申問12月23日㈬から各申込期限
までに、電話で畜産物加工研修セ
ンター（八千代町西4線、☎60・
2514）へ。
❶ソーセージ研修（プレーンほか

全３種、計約700グラム）

日1月17日㈰、10時～14時
定先着10人　　費2200円
申込期限１月８日㈮
❷チーズ研修（約１キログラム）

日①１月23日㈯～24日㈰、②２月
６日㈯～7日㈰、いずれも１日目は
10時～16時、２日目は10時～10時
30分
定各先着８人　　費各3000円
申込期限①1月15日㈮、②29日㈮
❸ソーセージ研修（約250グラム）

日1月31日㈰、10時～14時
定先着20人　　費1000円
申込期限１月22日㈮

 男女共同参画講座「自分の魅力を
 活かす！これからの働き方改革」

　個を尊重し、自身の魅力を生かす
生き方や女性活躍に必要なのは何
か？など、子育てをするお母さん
たちによる 働き方改革” につい
てZoomで講演。各自自宅で受講。
日１月29日㈮、10時～12時
定先着30人
申問１月22日㈮までに、Eメールで
市民活動課（市庁舎３階、☎65・
4134、　　danjyo@city. obihiro.
hokkaido. jp）へ。

 
エキノコックス症検診

 

　採血による血清反応検査。結果
は約４週間後に通知。申し込み不要。
対小学３年生以上の市民のうち、
過去５年間で受診していない人
日１月７日㈭、13時30分～14時
費300円（中学生以下は無料）
場問健康推進課（東８南13、保健
福祉センター内、☎25・9720）

 
健康相談

 　保健師、栄養士などが、健診の結
果や健康づくりなど健康に関する相
談に応じる。
対市内在住の18歳以上
日①１月６日㈬、②21日㈭、いず
れも８時45分～17時30分、１人60
分程度
場申問各開催日の前日までに、電
話で健康推進課（東８南13、保健
福祉センター内、☎25・9721）へ。

場とかちプラザ（西４南13）
申問各開催日の前日までに、生涯学習文化課（市庁舎８階、☎65・4192）へ。
未就学児（２歳以上）の託児希望は、各開催日の一週間前までに申し込み。

講座名 講師（役職）/ 講座内容 開催日/開催時間定員（費用）

市民活動交流
センター

（問い合わせは
帯広の森
体育館へ）

幼稚園・保育園の
年中・年長児と
父親（母親でも可）

帯広の森
体育館

開催施設 日　程 教室名 対象者

１・２歳児と保護者

● 12月20日㈰から予約受付を開始する教室一覧です。
　各教室の開催時間、定員、費用、申し込み期限など
の詳細は各施設に問い合わせるか、帯広市文化スポー
ツ振興財団のホームページ、または総合案内
（市庁舎 1 階）、各スポーツ施設、各コミセン
に配置している生涯学習情報誌「まなびや」
で確認してください。

申し込み方法（各教室の定員を超えた場合は抽選となります）
①ホームページから・・・希望の教室を選択し、申し込みフォー
ムから送信　  http://obihiro-foundation.jp/ 
②直接申し込み・・・返信用はがきを各施設に持参
③往復はがき・・・「申込時の記載事項」（８頁）を記入
※連続講座は祝日が含まれる場合、開催曜日が変更になる週
があります。

２月16日㈫、10時
30分～11時15分

３月７日㈰、10時
～11時

みんなで楽しくリトミック教室
（１・２歳）

お父さんと一緒に体力向上教室
～年中・年長～

スポーツ教室についてのお知らせスポーツ教室についてのお知らせ

場問市民活動交流センター（西２南８、ふじまるビル８階）
　　  帯広の森体育館（〒080・0856 南町南 7線 56 番地７、℡48・8912）

１月14日㈭
１月21日㈭
１月28日㈭
18時30分～20時

先着
40人

（３回分
500円）

先着
30人

　1回目は超高齢社会の将来展望と
課題、2回目は老後のライフプランの
立て方、3回目は新型コロナウイルス
感染症を乗り越えるための家計再建
のポイントについて。
大越  光敬  氏（ジャズコミュニケー
ション「モダン」編集長）

１回目：柳谷  繁美  氏（NPO市民後
見センターとかち幹事）
２・３回目：小林  信之  氏（CFP®上級
ファイナンシャルプランナー）

１月24日㈰
13時30分～15時

　「ジャズの楽しい入門編」として理
論やエピソードを交えながらジャズ
の魅力を語るほか、ジャズ・ミュージ
シャンの名演奏・名場面を映像から
楽しむ。

第16集
映像で見るジャズの
名演奏　特集

金清  加奈子  氏
（青年海外協力隊元フィジー隊員）

１月27日㈬
18時30分～20時

先着
70人

　フィジーでの国際協力活動を通し
て得た経験や、海外で働くことの楽し
さを伝え、海外事情や多文化への理
解を深める。

第17集
ちがうからこそ楽し
い！南の楽園フィジー
から学べること

1月11日(月)「成人の日」は通常通りごみを収集します　月曜日収集地区の人は午前9時までに分別ルールに基づいて、決められたごみステーションに出し
てください。　問清掃事業課（西24北４、☎37・2311)

ウェ ブ

第15集
【３回講座】

人生100年時代・ＡＩ
時代を生き抜く、私づ
くりのアンテナを磨く

子育て広場子育て広場
場申問特に記載がない場合、申込期限までに電話で健康推進課
（東８南13、保健福祉センター内、☎25・9722）へ。
◆1月乳幼児健診のお知らせ

　対象日は個別通知。申し込み不要。
日【５カ月児健診】１月13日㈬、20日㈬、27日㈬
　【１歳６カ月児健診】１月14日㈭、21日㈭、26日㈫
　【３歳児健診】１月７日㈭、12日㈫、28日㈭
◆ほんわかファミリー教室

対令和３年５月初出産予定の夫婦
日１月17日㈰、①10時～11時、②13時～14時
申込期限１月13日㈬
◆ママと赤ちゃんのもぐもぐ食事講座

　妊娠中の食事のポイントや離乳食の始め方・進め方などの講話の
ほか、個別の相談に応じる。
対妊娠中または１歳までの赤ちゃん（第２子以降を含む）と保護
者。１歳以上の兄弟は参加できません
日１月20日㈬、10時～11時10分
定電話で問い合わせください。
場申問１月19日㈫までに、直接または電話で地域子育て支援セン
ターこでまり（西14北２、☎38・2690）へ。

ズ ー ム

種　類 講座名

ZUMBA＆ウェーブストレッチ、
太極拳、ヨーガ・気功、骨盤体操、
フラダンス、硬式テニスなど

コーラス、カラオケ教室、ゴス
ペル

書道、美文字入門、油絵、パス
テル画

英会話（入門、初級、中級）、
韓国語（初級）

花ごころ、茶道（裏千家）

源氏物語

パッチワークキルト、ちぎり絵、
ハーブ＆アロマテラピー、着物、
絵手紙

家庭料理

エクセル、ワードなど　
※別途短期講座も開講予定。詳
細は、問い合わせください。

健康・
スポーツ

音楽

書道・絵画

語学

華道・茶道

文学

趣味・手工芸

料理

パソコン

ズ ン バ

”



 令和３年度北海道

 消費生活モニターの募集

 　毎月１回、市内で生活必需品の
小売価格調査を行うほか、各種ア
ンケートに回答する。
対市内在住の20歳以上で、１年を
通じて活動できる人
任期令和３年４月１日から１年間
報酬月額1650円（予定）
定選考６人（予定）
申問応募用紙に必要事項を記入の
上、１月４日㈪～２月３日㈬まで
に、直接または郵送で商業労働課
（〒080・8670西５条南７丁目１
番地、市庁舎７階、☎65・4132）
へ。応募用紙は商業労働課で配布
しているほか、市ホームページから
も印刷可能。

 季節労働者等生活資金
 貸付金
　　　　　　　　
　提出書類など、詳細は問い合わ
せください。
対市内在住の季節労働者で、次の
すべての条件を満たす人
▶雇用保険特例受給資格者で特例
一時金の支給を受けた人、または
雇用保険被保険者離職票、資格
喪失確認通知書の発行を受けてい
る求職者登録をしている人▶生計
維持者で、原則、扶養家族がいる
人▶就労するまでの生活が困難な
人▶連帯保証人がいる人
返済方法６月～翌年１月までの８
回払い
貸付限度額一世帯15万円まで
利息無利子
申問５月31日㈪までに、電話また
は直接、商業労働課（市庁舎７階、
☎ 65・4168）へ。

 産前産後期間の国民年金
 保険料が免除されます
　　　　　　　　
　国民年金第１号被保険者が出
産（妊娠85日以上の出産・死産・
流産・人工妊娠中絶）した場合、
出産予定日または出産日の前月か
ら４カ月間（多胎出産の場合は出
産日の３カ月前から６カ月間）の
国民年金保険料が免除されます。
　産前産後免除期間は保険料を納
付した期間として扱われ、老齢基
礎年金の受給額に反映されます。
届け出は、出産予定日の６カ月前
から可能です。
必要なもの▶個人番号と本人確認
ができる書類（個人番号カードま
たは通知カードと本人確認書類な
ど）▶母子健康手帳▶年金手帳▶
印鑑▶死産証明書など（死産など
の場合）
対国民年金第１号被保険者で、出
産日が平成31年２月１日以降の人
問戸籍住民課（市庁舎1階、☎65・
4143）

 令和３年度小規模特認校（清川、
 愛国）への入学児童を募集

 　豊かな自然環境の中で特色ある
教育活動を行っている農村地域の
小規模特認校へ、住所変更をする
ことなく就学することができます。
見学の希望は、直接、各学校に問
い合わせください。

▶清川小学校（清川町西３、☎60・
2035）

▶愛国小学校（愛国町基線23、☎
64・4751）
対令和３年度の新小学１～６年生
で、通常学級在籍相当の児童
就学期間原則卒業までの１年以上
定各学校・各学年３人程度
申問１月４日㈪～29日㈮までに、
直接学校教育課（市庁舎８階、☎
65・4204）へ。

 聴覚障害者のための
 スマホ教室

 　スマートフォンを持っていない人
も受講可能。
対市内在住で聴覚障害者手帳を持
ち、手話が分かる人
日【初級編】１月12日㈫、19日㈫、
10時～12時、全２回、【中級編】
２月２日㈫、10時～12時、10日
㈬、13時30分～15時30分、全２回
場グリーンプラザ（公園東町３）
定各先着20人
申問１月７日㈭までに、直接また
はファクスで障害者生活支援セン
ター（東８南13、保健福祉センター
内、☎25・9701、FAX 25・9703）へ。

 １月定期募集分　　　
　　　市営住宅入居者を募集
　　　　　　　　
　申し込みは郵送や電話ではでき
ません。印鑑、マイナンバー確認
書類および身元確認書類を持参の
上、直接お越しください。申し込
み方法、入居者資格、募集住宅
などは問い合わせください。その
他、随時受け付けをしている住宅
もあります。
日１月５日㈫、８時45分～19時、
６日㈬、７日㈭、８時45分～17時
30分
場市庁舎10階第５A会議室
申問住宅営繕課（市庁舎３階、☎
65・4190）

 地域福祉課からの
 お知らせ

 問地域福祉課（市庁舎３階、☎
65・4113）
◆認知症家族の集い「茶話会」

　認知症の人を介護している家族
が気軽に参加し、相談・交流でき
る。介護を終えた人も参加可能。
事前予約不要。
日１月28日㈭、13時30分～15時
場グリーンプラザ（公園東町３）
費100円
◆認知症サポーター養成講座

　認知症について正しく理解し、地
域で認知症の人とその家族を見守
る応援者を養成する。認知症の症
状などの基本的な知識や認知症の
人への接し方などを学ぶ。
対市内在住または市内の学校、会
社に通っている人
日２月２日㈫、13時30分～15時
場つつじが丘福祉センター（西24
南３）
定先着15人
申１月４日㈪～29日㈮までに、直
接または電話で地域福祉課へ。

げんき活動コースチャレンジデー
　介護予防のための運動などを体験。詳細は、各事業所に問い合わせください。
所要時間はいずれも１時間30分。
対 市内在住の65歳以上

担当課地域福祉課

開催日時 開催場所 実施事業所 電話番号

広報おびひろ　令和３年１月号　　●10●対＝対象　　日＝日時　　場＝場所　　定＝定員　　費＝費用　　申＝申し込み¥

１月の燃やさないごみ・有害ごみの収集日　燃やすごみが月・木曜日収集地区は、１月13日㈬、27日㈬です。燃やすごみが火・金曜日収集地区は、１月
６日㈬、20日㈬です。　問 清掃事業課（西24北４、☎ 37・2311)

１月７日㈭ 10時～ バラト福祉センター（東 13 南６） コムニの里おびひろ小規模多機能型居宅介護事業所 　20・4567

１月９日㈯ 10時 30分～ つつじが丘福祉センター（西 24 南 3） ツクイ帯広WOW 　20・1562

１月12日㈫ ９時 45 分～ 緑栄福祉センター（西９南 28） 歩くデイゆるり 　29・8060

　 ９時 30 分～ 八千代農業センター（八千代町221） デイサービスセンター太陽園 　64・5565

１月13日㈬ ９時 45 分～ 光南福祉センター（東７南 21） 歩くデイゆるり 　29・8060

　 14時～ 広野農業担い手センター（広野町西２） デイサービスセンター太陽園 　64・5565

１月14日㈭
 10時～ うごけるスタジオ（西 17 北１） デイサービスセンター帯広りはびり 　29・5515

 10時～ 柏林台福祉センター（柏林台南町６） 
通所介護事業所ふるさと 　41・8341

 10時～ 緑ヶ丘福祉センター（西 14 南 17） 　 　　
１月15日㈮

 13時～ 五条橋福祉センター（西５南２） デイサービスセンター帯広りはびり 　29・5515

１月19日㈫ ９時 45 分～ 緑栄福祉センター（西９南 28） 歩くデイゆるり 　29・8060

１月20日㈬ ９時 30 分～ 南町福祉センター（西 15 南 36） ジョイリハ西５条 　49・3060

１月21日㈭ 10時～ バラト福祉センター（東 13 南６） コムニの里おびひろ小規模多機能型居宅介護事業所　　　20・4567　

１月27日㈬ ９時 45 分～ 花園福祉センター（公園東町３） 歩くデイゆるり 　29・8060

１月28日㈭ 10時～ 柏林台福祉センター（柏林台南町６）  
　41・8341

  　　

１月29日㈮ 10時～ 緑ヶ丘福祉センター（西 14 南 17） 
通所介護事業所ふるさと

 　　

１月30日㈯ 10時 30分～ 西福祉センター（西 23 南１） ツクイ帯広WOW 　20・1562

ワウ



●11●　　広報おびひろ　令和３年１月号

 

　＝問い合わせ　　　＝電話　　　＝ＦＡＸ　　　＝Ｅメール　　 　＝ホームページ

▷帯広市急病テレホンセンター（　0155・26・1099）　▷北海道救急医療情報案内センター（　0120・20・
8699、携帯電話／ＰＨＳ　 011・221・8699）

休日・夜間の急病は

　絵画や書道など、日頃の創作の成果を発表する参加者を募集。　
　　 市民文化ホール、各コミセン、生涯学習文化課などで配布の申
込用紙に必要事項を記入し、１月６日㈬～31日㈰までに、直接 ・ 郵送 ・ 
ファクス・Ｅメールでおびひろ市民芸術祭実行委員会（〒080・0015西
５条南11丁目48番地２、市民文化ホール内、　23・8111、　23・
8112、　　　info-bunkahall@obihiro-foundation.jp）へ。
担当課生涯学習文化課

　食品ロスとは売れ残りや食べ残し、期限が切れてしまったなどの理
由で捨てられる食品のことです。日本では毎年600 万トン以上の食品
ロスが発生しているといわれています。
　食品ロスを減らすためには、「買い過ぎない」「料理を作り過ぎな
い」「外食やテイクアウトの時に注文し過ぎない」「食べ切る」ことが
重要です。
　宴会の際には、新型コロナウイルス感染症予防のため「新北海道
スタイル」と「食品ロス宴会五箇条」を実践しましょう！

問い合わせ　清掃事業課（西24北４、 　 37・2311）

食品ロス宴会五箇条
その一  まずは、「適量注文！」
そのニ  幹事から、「おいしく食べ切ろう！」の声掛け
その三  開始後30分間と終了前10分間は、しっかり食べる「食べ切りタイム」
その四  食べ切れない料理は、「分け合おう！」
その五  食べ切れなかった料理は、店の人に確認して「持ち帰ろう！」

もったいない！食品ロスを減らそう！もったいない！食品ロスを減らそう！もったいない！食品ロスを減らそう！

第40回おびひろ市民芸術祭の作品出品者を募集

　令和３年４月１日採用予定の総合職の職員を募集。
　申し込みの前に、必ず試験案内で受験資格と申込方法を確認してく
ださい。試験案内は、総合案内（市庁舎１階）と人事課で配布してい
るほか、市ホームページにも掲載。
◆試験区分　年齢などの受験資格は、試験案内で確認してください。
・総合職（５区分を予定）事務、建築、建築（社会人）、電気、電
気（社会人）
◆採用人数・試験日程など　試験案内で確認してください。
申１月５日㈫までに、試験案内に記載された方法で応募
してください。
問人事課（市庁舎５階、  ☎ 65・4108）

●11●　　広報おびひろ　令和３年１月号 ＝問い合わせ　　　＝電話　　　＝ＦＡＸ　　　＝Ｅメール　

　令和３年４月１日採用予定の総合職の職員を募集。
　申し込みの前に、必ず試験案内で受験資格と申込方法を確認してく
ださい 試験案内は 総合案内（市庁舎１階）と人事課で配布してい

令和３年度採用令和３年度採用令和３年度採用令和３年度採用

帯広市職員の募集帯広市職員の募集帯広市職員の募集帯広市職員の募集
（追加日程）

▲詳細はこちら

「帯広温泉郷」を応援しよう！

観光交流課（市庁舎７階、   ☎65・4169）

温泉総選挙に投票して

　帯広市は、温泉が湧き出ている銭湯が多く、ホテルでは温泉の
大浴場で疲れを癒すことができる「温泉地」です。泉質は、 北海道
遺産にも登録されている「モール温泉」となっており、肌をすべ
すべにする植物性の有機物が含まれ、女性に嬉しい「美人の湯」
として親しまれています。 
　このたび、帯広の温泉を全国にＰＲするため、温泉地の魅力を
伝える情報発信サイト「温泉総選挙2020」のうる肌部門に「帯広
温泉郷」としてエントリーしました。 多くの皆さんに、帯広の良質
な温泉を知ってもらえるよう、ぜひ「帯広温泉郷」に投票してくだ
さい。

 
①温泉総選挙は、官民で運営する温泉地情報発信サイト上で、応
援投票を行う国民参加型の地方活性化プロジェクトです。
②より多くの皆さんに温泉地へ足を運んでもらうことを目的に実
施しています。
★応援投票について 
    ・温泉総選挙公式ホームページより、１人
　　１日１票 、投票することができます。 
　・応援投票すると投票数に応じて、抽選で
   　プレゼントが当たります。
★投票期限 １月20日㈬ 

温泉総選挙とは 

会 場 ・ 開 催 日 作品ジャンル対象
私の作品展
私の作品展（映像）

イラスト・ギャラリー

５月 13 日㈭
　 ～18 日㈫市民ギャラリー

自由
映像
アニメなどの
イラスト

個人

 建築開発課からの
　　　お知らせ

　
　　 相談希望日の❶は５日前まで、
❷は８日前までに、直接または電
話で建築開発課（市庁舎６階、    
65 ・4179）へ。
❶ユニバーサルデザイン住宅相談会
（１月～３月開催）

　年齢や障害の有無などに関わら
ず、誰もが良好で快適な生活がで
きるよう、住宅の改修方法などに
ついて、建築・医療・介護の専門
家に相談できる無料の相談窓口を
開設しています。事前予約制にな
りました。
　１月～３月の毎月第２、第４水
曜日（祝日の場合はその翌営業日）、
13時～ 16時
　 市庁舎 10階第４会議室
　各先着３人程度
❷住まいのワンストップ相談窓口
（１月～３月開催）

　空き家を含めた住宅の相続や売
却、賃貸、リフォーム、住宅に関
するトラブルなどの相談に対応す
る相談窓口を開設しています。
　市内在住または市内に住宅を有
する人
　１月～３月の毎月第２日曜日、
第４火曜日（祝日の場合はその翌
営業日）、13時～16時
　 相談日により市庁舎、市民文化
ホール（西５南 11）、とかちプラ
ザ（西４南13）のいずれか
　各先着６人

冬はプールで体を
動かそう！

　光南小学校、豊成小学校、啓西
小学校のプールは市民向けに一般
開放しています。詳細は市ホーム
ページを確認するか、
問い合わせください。
　１月31日㈰まで
　光南小学校（東５南20）、豊成
小学校（清流西１）、啓西小学校（柏
林台中町４）
　大人300円、高齢者・高校生150
円、中学生以下無料
　スポーツ課（市庁舎８階、   　
65・4210）

　　　 
市有地（建物付き）を　

　      一般競争入札で売払い

　物件の詳細などは、市ホームペー
ジを確認するか、問い合
わせください。なお、感
染症対策のため、本年は
物件説明会を実施しません。
◆入札日

　１月26日㈫、10時
　市庁舎10階第２会議室
物件番号１西19条北１丁目16番26 、
宅地、工業専用地域、2687.97平方
メートル▶最低売却価格3380万円
物件番号２緑ケ丘東通西１番、宅
地、第二種住居地域、1458.12平方
メートル▶最低売却価格5010万円
　　 １月15日㈮までに、入札参加
申込書と必要書類を、郵送または
直接契約管財課（〒080・8670 西
５条南７丁目１番地、市庁舎２階、
　  65・4115）へ。

　　　 令和３年度学校開放事業の
　　　  登録受け付け

　学校教育に支障のない範囲でス
ポーツ活動および文化活動を行う
団体に学校施設を開放します。使
用には事前の登録が必要です。
　令和３年度は、例年より１カ月
申請期間を早めています。
　詳細は、市ホームページを確認
してください。
　市内に在住または通勤・通学し
ている10人以上の団体
　　 １月４日㈪～29日㈮までに、
市ホームページから申請するか、
必要書類を郵送で各申込先へ。必
要書類は各申込先で配布している
ほか、市ホームページからも印刷
可能。
▶スポーツ事業スポーツ課（〒080
・8670 西５条南７丁目１番地、市
庁舎８階、　  65・   4210）▶文化事
業生涯学習文化課（〒080・8670
西５条南７丁目１番地、市庁舎８
階、   　 65・4209）

　　　　令和３年帯広市成人の
　　　  集い開催延期について

　新型コロナウイルス感染症の影
響により令和３年８月に延期します。
　生涯学習文化課（市庁舎８階、
　 65・4192）

個人
・
団体

▲公式ホームページ

帯広市　学校開放 検索



広報おびひろ　令和３年１月号　　●12 ●

広報おびひろ・声の広報・点字広報　毎月1回発行
●発行日/令和３年１月１日　●部数/７万7000部　●製作・印刷/株式会社アド・プリント　

◆テレビ　市役所だより（OCTV11ch）
　毎日４回放送していて、市ホームペー
　ジからもご覧になれます。

◆ラジオ（毎週月・水・金曜日）
おびひろタウンインフォメーション
 （FM-JAGA77.8MHz）9：15～9：20
おびひろ広報メモ
 （FM-WING76.1MHz） 9：30～9：35

市政のお知らせを放送しています 広報おびひろの感想を聞かせてください
最後まで読んでいただきありがとうございます。よりよい広報紙にするために
「こうした方が読みやすい」など皆さんの感想をお聞かせください。
問い合わせ　広報広聴課（市庁舎３階、☎ 65・4109、ＦAX 23・0156、
Eメール  report@city.obihiro.hokkaido.jp）

令和３年３月から順次開始予定令和３年３月令和３年３月令和３年３月令和３年３月令和３年３月令和３年３月令和３年３月からからから順次開始予定順次開始予定順次開始予定順次開始予定順次開始予定順次開始予定順次開始予定

マイナンバーカードが

健康保険証に！

通院などの場面で便利になります

　令和３年３月から順次、準備の整った医療機関・薬局などで、マ

イナンバーカードを健康保険証として利用できます。

〇受け付けが便利に

病院や薬局に顔認証付きカードリーダーが設置されていれば、顔

認証による自動受け付けが行えます。

〇過去のデータが参照可能に

過去に処方された薬や特定健診の結果が連携され、本人が同意す

ると医師なども参照でき、口頭で説明する必要がなくなります。

〇窓口での限度額を超える医療費の一時払いが不要に

本人が同意すると、原則として限度額適用認定証などを申請する

必要がなくなります。

〇転職・結婚などのライフイベント後、保険証発行前でも受診可能に
新しい医療保険者への手続きが済んでいれば受診可能です。

〇確定申告の医療費控除が簡単に

令和３年10月以降(予定)の医療費情報が、マイナポータルから

e-Tax に連携できるようになります。

　MaaSとは､「Mobility as a Service」の略で、I CT（情報通信技術）

を活用し、バスや鉄道など、自家用車以外のすべての交通手段によ

る移動を一つのサービスとして捉える概念のこと。

●マイナンバーカードに対応していない医療機関・薬局では、これま

で通り健康保険証が必要です。 破棄しないでください。 ( 対応する

医療機関などは厚生労働省ホームページで公開予定)

●現在、マイナンバーカードの申請が大変混み合っており、申請から

交付まで２カ月程度かかる場合があります。

MaaS（マース）って？

　新型コロナウイルス感染症対策と公共交通利用の両立に向けて、

十勝管内の居住者を対象に「生活MaaS実証実験（十勝ＭaaＳプロ

ジェクト）」を実施します。

　十勝ホリデーパス（右記）をはじめ、市内の飲食店やホテル、

医療機関と公共交通を組み合わせたお得なチケットを販売するほ

か、安全・安心に公共交通機関を利用

してもらえる環境づくり、新たなサー

ビスモデルの検証に取り組みます。

　この機会にお得なチケットをご利用

ください。

実証実験が始まります

実施期間（予定） 令和３年１月下旬〜２月28日㈰

連携機関（予定） 十勝バス／北海道拓殖バス／タクシー事業者各
社／北の屋台／一心グループ（エイムカンパニー）／旬菜広間びさ
ん／藤丸／北海道ホテル／十勝ヘルスケアクリニック　ほか

マイナンバーカードの健康保険証利用申し込みについて

JR・十勝バス・北海道拓殖バスの
フリーパスチケット

　実証実験の一環として、土・日曜日、祝日にＪＲ新得−浦幌間

の普通列車と十勝バス・北海道拓殖バスの十勝管内全路線（一般

路線バス・帯広空港連絡バス）を利用できるフリーパスチケット

を販売します。

価　　格　大人2250円・小人1110円

発売場所　帯広駅、ツインクルプラザ帯広支店（帯広駅構内）、新得駅、

　　　　　十勝清水駅、芽室駅、札内駅、幕別駅、池田駅、浦幌駅

発売期間　令和３年１月下旬〜２月28日㈰（予定）

健康保険証の利用申込はカンタン！
まずは必要なものをチェック！

❶申込者本人のマイナンバーカード

　+あらかじめ市区町村窓口で設定した暗証番号（数字4桁）

❷マイナンバーカード読み取り対応のスマホ（またはPC+ICカードリーダー）

❸「マイナポータルアプリ」のインストール

●ブラウザで「マイナポータル」と検索し、マイナ

　ポータルへアクセスする。

※併せて、マイナポータルの利用者登 録が行えます。

●利用規約などを確認して、同意する。

数字４桁の暗証番号を入力し、マイナンバー
カードをスマホにぴったりと当てて、読み取
り開始ボタンを押します。

●マイナンバーカードを読み取る。

※「マイナポータルアプリ」は閉じてください。

●健康保険証利用の申し込みの

 「利用を申し込む」をクリックする。

マイナンバーPRキャラクター
マイナちゃん

ここをクリック！

問い合わせ　　　　　　マイナンバー制度はICT推進課（市庁舎９階、☎65・

4117）､申請・交付は戸籍住民課（市庁舎1階、☎65・4234）

マイナンバーカードを作ろう！

　令和３年１〜３月にかけて、カード未取得の人に交付申請書が再

送付されます。この機会に交付申請をご検討ください。

　健康保険証として利用するためには、マイナポータルからの事前 

申し込みが必要です。

　マイナポータルには、マイナンバーカードを読み取り可能なス 

マートフォン・パソコンなどからアクセスできます。

マイナポータルで事前申し込みを

注
意
！

マイナンバー総合フリーダイヤル
0120・95・0178（内閣府）

❶

　+あらかじめ

❷マイナンバーカード読み取り対応のスマホ

❸「マイナポータルアプリ」のインストール

いますぐ申込可能

スマホからの
アクセスは
こちら！

●

　ポータルへアクセスする。
STEP１

●

 「利用を申し込む」をクリックする。

STEP2

●STEP3

●STEP4

申込完了！！

　操作方法など不明な点は、上記またはお持ちの健康保険証
の発行機関に問い合わせください。国民健康保険・後期高齢
者医療制度の加入者は、上記または国保課（市庁舎1階、☎
65・4138）へ相談してください。

詳細はこちら ▼

十勝MaaS
プロジェクト始動
問い合わせ 都市政策課（市庁舎６階、☎65・4176）都市政策課（市庁舎６階、☎65・4176）

モビリテイ　アズ　ア　 サービス

イータックス

マース

「十勝ホリデーパス（JR・バス）」

※新型コロナウイルス感染症の状況により、開始時期が延長となる
　可能性あり。


